



















   教授、准教授、専任の講師、助教及び助手 
 （実施単位） 
   教員の所属部局（各学部及び大学院、その他当該教員が所属組織） 
 
2．評価領域 




  部局等の長が、当該部局等の目標、専門分野の特徴などを考慮し、「個人活動評価 
に係る実施要領」を定め公表し、教員自らが入力する「個人活動評価データベース」 
に基づき、各領域の活動状況を 5段階で評価し、総合評価は評点に応じ 3区分で評価。 
 （結果通知） 













  ・評価期間が 3-5年であることから 2年間隔では変化が把握しにくいこと。 
  ・部局間における人数の隔たりと、業務においての特殊性。 
 （改善試行） 
  上記問題点等を踏まえ、今後の教員の負担軽減を図るとともに、各教員の自己評価
の変化の把握を容易にするため、評価期間を考慮して、3年毎の実施を決定。 
